
＃２６２「頂点へ」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１５回です。 

 

そしてＲさんです。余念雑念を知らず、圧倒的に走り続けられるＳさん

Ｋさんとは少し違い、Ｒさんの生来の少しのんびりした気質に、私は時

折危惧を抱きました。すばらしい算数の力を持ちながらも、志望校も豊

島岡をずっと第一に据えていました。 

ある時明らかに 2 人と課題に差があり、ずいぶんと積み残してきた時が

ありました。普段も少し残すことはあったのですが、その時は明らかな

手抜きが見えました。このままではいい受験にならないと感じた私は、

Ｒさんを突き放すように言いました。 

「ずっと豊島に行きたいと言ってるけど、俺にはそうは見えない。行動

に対して目標が高すぎる。もっと自分に合った学校を考えたほうがいい

な。」 

厳しく叱るではなく、あえて淡々と言ったのですが、それがＲさんには

却ってこたえたようでした。ポロポロと涙を流し、席を立ちました。 



でもその後、Ｒさんはがんばりました。ＳさんＫさんをも凌ぐがんばり

が詰まったノートを翌日見せにきました。 

「やっぱりな。これがＲの中にはある。この気持ちを大切にすること

だ。」 

そんな日々を繰り返しながら、Ｒさんは苦手の国語でも少しずつ力をつ

けていきました。まっすぐに学ぶ、日々誠実に過ごすという姿勢は、何

より国語の成長に資する大きな鍵となります。 

 

そしてＲさんにも転機が訪れました。いつも田宮も「Ｒは頂点を狙える

器だと思うんだがなあ。大井先生に習っている以上、絶対国語で取れな

いわけない。あとはアイツ次第だよなあ。」と言っていましたが、私も

桜蔭を狙えるレベルに引き上げたいと感じていました。 

成績も順調だし、可能性もある。でもどこかやりきらない。 

そんな 10 月の日々の中で、私は今日がその日だと感じ、Ｒさんに「桜

蔭の国語をやってみるか？」と声をかけました。Ｒさんが桜蔭と明言し

ない理由が国語にあることを察していたので、その打診は『受かる力は

つきつつあるぞ』という私からの言外のメッセージでした。ためらうか

なと思っていたのですが、Ｒさんは明るい顔で「やる！」と言い、初め



て桜蔭の過去問と向き合いました。 

結果は 57 点でした。粗削りながら、普段私が教えていることを懸命に

出そうとしたいい答案でした。 

「Ｒ、いいな！これができるなら十分に戦えるぞ。――桜蔭、行くか」 

そう声をかけました。ここで決まると思いました。 

Ｒさんはいつものはにかんだような笑顔で、でも「やりたい！」とハッ

キリ言いました。 

 

この日Ｒさんの第一志望は決まりました。 

 

（第１６回につづく） 

 

２０２３年８月１０日 

大井 雄之 

 


